
お問い合わせ：	國學院大學文学部哲学科　研究代表者：准教授	松谷容作　	　Email:	matsuta_y@kokugakuin.ac.jp
	 国際交流基金アジアセンター	文化事業第1チーム　担当：鹿島、廣田　	　電話：03-5369-6140

國學院大學文学部 × 国際交流基金アジアセンター 共催

連続フォーラム「アートがつなぐサイエンス・テクノロジー・倫理・美学」

私たちは古くから多種多様な科学的知見と技術を用いて、知覚できない世界を感知可能なものにしようと
努め、そしてその世界を想像力によって色付け、意味を与えてきました。そうした世界に住まう放射線は、
2011年3月11日以降、私たちの生（命／活）にとって際立った存在になっています。今後私たちはこの存
在をどのように色付け、意味を与えていくのでしょうか。
本フォーラムでは、2013年に放射線をメディウムとした作品《　　鈴》を発表したアーティスト三原聡一
郎氏、放射線モニタリング技術の専門家である眞田幸尚氏、さらには東京電力のリスクコミュニケーターと
して原子力発電所と社会を結ぶ木元崇宏氏の3名によるレクチャーと、参加者とのディスカッションを通じ
て、これからの放射線と環境、人間の関係を考えていきます。

2019年2月27日（水）16:00-19:00　　会場：國學院大學  3号館　3307教室
［第1部］16:00 - 登壇者レクチャー［第2部］18:00 - ディスカッション

ミクロな世界を感知すること―放射線、人間、環境
講師：三原聡一郎（アーティスト）、眞田幸尚（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構）

木元崇宏（東京電力ホールディングス（株）福島第一廃炉推進カンパニーリスクコミュニケーター）

眞田幸尚（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構）

福島研究開発部門福島環境安全センター放射線監視技術開発グループリーダー。理学博
士。核燃料サイクル開発機構に入社後、再処理施設の放射線管理の現場にて放射線モニタ
リング機器の開発に携わる。福島事故直後より福島県を中心とするモニタリング技術に関
わり、有人のヘリコプターを用いた航空機モニタリング、無人機を用いたモニタリング等
の国家プロジェクトの中心的な役割を果たす。

※本フォーラムは、國學院大學平成30年度学部研究費による共同研究「アート、サイエンス、テクノロジー、倫理をつなぐプラットフォーム形成のための調査研究」の一環として行われます。

國學院大學

入場無料／申込不要

【写真】 三原聡一郎  《　　鈴》（インスタレーション、2013年）

三原聡一郎（アーティスト）    

世界に対して開かれたシステムを提示し、音、
泡、放射線、虹、微生物、苔、気流、土そして電子
など、物質や現象の「芸術」への読みかえを試
みている。2011年より、テクノロジーと社会と
の関係性を考察する「空白のプロジェクト」を
国内外で展開。北極圏から熱帯雨林、軍事境界か
らバイオアートラボといった、アートの実践の
場から極限環境に至る場で、これまでに計8か
国10か所で滞在制作を実施。近年の主な個展
に「空白に満ちた場所」（クンストラウム・クロイ
ツベルク／ベタニエン、ドイツ、2013／京都芸術センター、2016）。主な受賞歴にアルス・
エレクトロニカ、トランスメディアーレ、文化庁メディア芸術祭など。　http://mhrs.jp

木元崇宏（東京電力ホールディングス株式会社 福島第一廃炉推進カンパニーリスクコ
ミュニケーター）

東京電力に1991年に入社して以降、原子力部門にて原子力発電所の建設、設備補修、放射
性廃棄物処分、保全の高度化、システム開発など多岐に渡り従事。東日本大震災が発生し
た際は、福島第二原子力発電所で勤務していた。福島第一の事故後は、地域住民の方々の
サポート、地元自治体への説明、地元マスコミへの説明などを経て、現在は東京にてスポー
クスパーソンとして記者会見の対応を行っている。


